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16.  Abstract 

この研究では、現在カリフォルニア州で車両テストが承認されている 10 社のうちの 3 社
（Google、Delphi、Audi）の自動運転車両の累積的な道路上での安全記録に関する予備分析を
実施した。分析では、2013 年における米国でのこれら自動運転車両と全ての従来車両の安全
記録とを比較した。（死亡事故以外の未報告の事故件数も含める調整を実施。). 
調査結果に関しては、2 つの重要な注意を考慮するべきである。第一に、自動運転車両の累

積運転距離はまだ比較的少ない。（従来の車両の米国での年間走行距離およそ 3 兆マイルに
対して、およそ 120 万マイル。）第二に、自動運転車両が走行するのは今のところ限定的な
（そして一般的に難しくない）条件である。（例えば、降雪地域を避けるなど。）したがっ

て、それらの露出はまだ従来の車両に対する露出を代表するものではない。 
これらの警告を念頭に、4つの主要な調査結果を示す。 

第一に、現在の最良の試算では、（100 万マイルごとに）自動運転車両は従来の車両よりも高
い事故率を持つ。そして、100 万マイルごとの怪我の可能性、事故による怪我の可能性も同様
のパターンであることが明確である。第二に、対応する 95%の信頼区間は重なる。したがっ
て、合理的なレベルの信頼性をもって、自動運転車両の実割合が従来の車両よりも低いとい

う事を我々は除外することが出来ない。第三に、自動運転車両は彼らが関連したどの事故に

おいても過失が無かった。第四に、自動運転車両が関係した事故による怪我は、全体的に従

来の車両よりもひどくなかった。 
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